
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

がつ ぎょうじしょく

田原市給食センター 

きゅうしょくだより

1月
がつ

には、これから始
はじ

まる 1年
ねん

を無事
ぶ じ

に過
す

ごせるようにと願
ねが

いを込
こ

めた行事食
ぎょうじしょく

が多
おお

くあります。正月
しょうがつ

の行事食
ぎょうじしょく

には、「健康
けんこう

長寿
ちょうじゅ

」や「五穀
ご こ く

豊穣
ほうじょう

」、「家内
か な い

安全
あんぜん

」

など、家
か

族
ぞく

の健
けん

康
こう

や幸
しあわ

せを願
ねが

う意
い

味
み

が込
こ

められています。 

もちにまつわる行事食
ぎょうじしょく

 

昔
むかし

の丸
まる

い鏡
かがみ

の形
かたち

に

似
に

せて、丸
まる

く平
たい

らに作
つく

っ

たもちを重
かさ

ね、１番
ばん

上
うえ

に

だいだいを飾
かざ

ります。 

新
あたら

しい年
とし

を迎
むか

えるための料
りょう

理
り

で、縁
えん

起
ぎ

のよい食
た

べ物
もの

を使
つか

うのが特
とく

徴
ちょう

で

す。正月
しょうがつ

は料理
りょうり

をしないでゆっくり休
やす

めるよう、冷
さ

めてもおいしく保存
ほ ぞ ん

のき

く料理
りょうり

をお重
じゅう

に詰
つ

めます。 

おせち料理
りょうり

 

「煮
に

しめ」 …色々
いろいろ

な具材
ぐ ざ い

を一緒
いっしょ

に煮
に

ることから、家
か

族
ぞく

仲
なか

良
よ

く暮
く

らせるように。 

「紅白
こうはく

なます」…水引
みずひき

をイメージして、平和
へ い わ

で穏
おだ

やかな１年
ねん

を願
ねが

う。 

「黒豆
くろまめ

」 …まめ(健康
けんこう

)に暮
く

らせるように。 

「昆布
こ ぶ

巻
ま

き」 …「よろこぶ」の語
ご

呂
ろ

合
あ

わせで縁
えん

起
ぎ

をかついだもの。 

「えび」 …腰
こし

が曲
ま

がるまで長
なが

生
い

きできるように。 

「きんとん」 …黄
おう

金
ごん

に見
み

立
た

て、金
きん

運
うん

に恵
めぐ

まれるように。 

「だてまき」 …巻
まき

物
もの

(書
しょ

物
もつ

)に見
み

立
た

て、知
ち

識
しき

が増
ふ

えるように。 

「田
た

つくり」 …いわしを肥料
ひりょう

としていたことから豊作
ほうさく

を願
ねが

う。 

 

鏡
かがみ

もち 

もちには年
とし

神様
がみさま

（正月
しょうがつ

の神様
かみさま

）が宿
やど

ると考
かんが

えられ、正月
しょうがつ

には、鏡
かがみ

もち

を飾
かざ

ったりお雑
ぞう

煮
に

を食
た

べたりして、１年
ねん

間
かん

幸
しあわ

せに暮
く

らせるように願
ねが

います。 

鏡開
かがみびら

き 

お雑煮
ぞ う に

 

年
とし

神
がみ

様
さま

にお供
そな

えしたも

ちを食
た

べることで、神様
かみさま

から力
ちから

を授
さず

かり、その

年
とし

の豊作
ほうさく

や家内
か な い

安全
あんぜん

、

健康
けんこう

を願
ねが

います。 

１月
がつ

１１日
にち

は「鏡
かがみ

開
びら

き」といって、年
とし

神
がみ

様
さま

にお供
そな

えし

た鏡
かがみ

もちをさげて食
た

べる行
ぎょう

事
じ

です。手
て

や木
き

づちなどで

割
わ

って、お雑
ぞう

煮
に

やおしるこなどに入
い

れていただきます。 

地
ち

域
いき

で違
ちが

う お雑
ぞう

煮
に

のもちの形
かたち

 

お雑煮
ぞ う に

は、地域
ち い き

や家庭
か て い

によって具材
ぐ ざ い

や味
あじ

つけもさ

まざまです。中
ちゅう

部
ぶ

地
ち

方
ほう

から東
ひがし

は角
かく

もち、西
にし

は丸
まる

も

ちを使
つか

うところが多
おお

いです。愛知県
あいちけん

では、角
かく

もちを

焼
や

かずにしょうゆ味
あじ

の汁
しる

で煮
に

るのが一
いっ

般
ぱん

的
てき

です。 

お年
とし

玉
だま

は年
とし

神
がみ

様
さま

にお供
そな

えしたもちを、年
とし

神
がみ

様
さま

からの贈
おく

りも

のとして家
か

族
ぞく

に分
わ

け与
あた

えたことが始
はじ

まりとされています。「年
とし

玉
だま

」は「年
とし

神様
がみさま

のたましい」を意味
い み

しているのだそうです。 

丸
ま る

もち 

角
かく

もち 


